
連
合
町
内
会
と
は

　

個
々
の
町
内
会
が
相
互
に
連
携
し
、
町
内

会
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、「
連
合
町

内
会
」
を
組
織
し
て
い
る
市
町
村
が
あ
り
ま

す
。
市
で
も
過
去
に
市
民
が
中
心
と
な
っ
て

検
討
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
連
合
町
内

会
組
織
の
設
立
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

市
で
は
、
過
去
に
設
立
に
至
ら
な
か
っ
た

経
緯
の
検
証
や
連
合
町
内
会
組
織
の
効
果
な

ど
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
ま
す
。

町
内
会
と
市
の
連
携

　

町
内
会
と
市
の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
、

昨
年
1
月
に
「
市
政
懇
談
会
」、　

月
に
「
町

11

内
会
長
会
議
」
を
行
い
ま
し
た
。
市
か
ら
は

町
内
会
に
関
連
す
る
事
務
や
事
業
な
ど
の
情

報
提
供
を
行
い
、
町
内
会
か
ら
は
、
多
く
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
の
こ

と
を
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
独
自
の
個
性

や
特
色
を
活
か
す
提
案
を
行
い
、
市
は
そ
れ

を
支
援
し
て
い
く
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
後
も
町
内
会
と
市
と
の
意

見
交
換
の
場
を
設
け
、
連
携
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

歴
史
に
つ
い
て

　

留
萌
市
で
は
、
戦
後
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た

住
民
組
織
「
隣
組
」
が
無
く
な
り
、
昭
和　
22

年
頃
に
地
域
の
環
境
改
善
を
目
的
と
し
て
、

大
町
地
区
と
開
運
町
・
錦
町
地
区
の
２
ヶ
所

に
町
内
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
内
会
の
数
は
昭
和　

年
頃
に

35

　

、
昭
和　

年
頃
に
は　

と
な
り
、
現
在
は

24

40

80

1
3
8
の
町
内
会
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会
が
地
域
活
動
を
通
じ

て
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

規
模
に
つ
い
て

　

市
内
で
一
番
小
さ
な
規
模
の
町
内
会
は
8

世
帯
、
一
番
大
き
な
規
模
の
町
内
会
は
4
8

0
世
帯
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
小
さ
な
町
内
会
は
町
内
会
活
動

の
範
囲
が
狭
く
な
り
、
活
動
が
停
滞
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
地
域
の
き

ず
な
は
と
て
も
強
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
会
で
も
会
員
の
高
齢
化
が
進

み
、
思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き
な
い
場
合
も

あ
る
よ
う
で
す
が
、
近
隣
の
町
内
会
と
一
緒

に
夏
祭
り
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

小
規
模
町
内
会
な
ど
の
例
も
あ
り
ま
す
。

活
動
に
つ
い
て

　

町
内
会
は
、
自
主
的
な
活
動
団
体
で
す
。

　

町
内
会
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
活
動

や
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

猿

街
路
灯
（
防
犯
灯
）
の
管
理

　

犯
罪
や
事
故
の
防

止
を
図
る
た
め
、
夜
道

を
明
る
く
照
ら
す
街

路
灯
の
保
守
・
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

猿

広
報
誌
や
回
覧
に
よ
る
情
報
の
伝
達

　

広
報
る
も
い
の
配
布
や
町
内
回
覧
な
ど
に

　

よ
り
、
市
の
情
報
が
地
域
の
皆
さ
ん
の
も

　

と
へ
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

猿

福
祉
活
動

　

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
声
か
け
や
除

　

雪
の
お
手
伝
い
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

猿

地
域
環
境
の
維
持
・
管
理

　

地
域
の
良
好
な
生
活

　

環
境
を
維
持
す
る
た

　

め
、
町
内
清
掃
や
ゴ

　

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

　

公
園
、
花
壇
等
の
管

　

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

猿

自
主
防
災
活
動

　

近
年
、高
齢
化
が
進
み
、お
年
寄
り
の
世
帯

が
増
え
て
い
ま
す
。
自
然
災
害
発
生
時
に
お

い
て
、地
域
住
民
の
連
携
に
よ
る「
情
報
伝

達
」や「
避
難
所
へ
の
誘
導
」な
ど
迅
速
な
対

応
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
自
主
防
災
組

織
を
設
立
し
、
日
頃
か
ら
の
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
っ
て
い
る
町
内
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

支
援
策
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
町
内
会
の
自
主
的
な
活
動
に
対

し
て
次
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

猿

住
民
組
織
運
営
助
成
金

　

煙 
町
内
会
の
行
政
協
力
に
対
す
る
費
用

　

（
1
町
内
会
5
千
円
、
1
世
帯
1
0
0
円
、

　

広
報
誌
配
付
1
世
帯
1
0
0
円
）

　

煙

街
路
灯
・
町
内
会
館
の
電
気
料
金
の
殻

　

煙 
町
内
会
館
の
火
災
保
険
料
の
殻

猿

街
路
灯
設
置
費
補
助
金

　

煙

町
内
会
が
設
置
す
る
街
路
灯
設
置
費
の
殻

　　

現
在
、
市
で
は
町
内
会
の
自
主
性
が
発
揮

さ
れ
、
安
心
し
て
町
内
会
活
動
が
で
き
る
よ

う
な
支
援
の
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。 

市民が主役の地域コミュニティーづくり

地域の人たちが安心して暮らせる地域をつくるには、そこに住んでいる人々の互いの信頼と協力が必要

です。町内会は地域に住んでいる人々がふれあいの場をつくり、困ったときに助け合い、支えあいながら

快適で住みよいまちづくりを進めるための組織です。

今月は、身近な地域課題の解決や住民の交流・親睦活動を担っている町内会についてご紹介します。

連合町内会組織のイメージ図

近所の顔が見える地域づくり

高齢者宅や通学路の除雪ボランティア活動な

どに地域ぐるみで取り組んでいる住之江町親

交会会長の真田さんにお話を伺いました。

住之江町親交会会長　 真  田  和  夫 さん
さな だ かず お

　

住
之
江
町
親
交
会
は
、

昭
和　

年
に
発
足
し
、
再

３３

来
年
に　

周
年
を
迎
え
ま

５０

す
。
住
之
江
町
１
丁
目
か

ら
４
丁
目
を
区
域
に
現
在

３
１
０
世
帯
が
加
入
し
て

い
ま
す
。

　

主
な
町
内
会
活
動
は
、

町
内
清
掃
や
公
園
管
理
な

ど
の
美
化
活
動
の
ほ
か
、

春
秋
の
年
２
回
開
催
の

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
や
夏

の
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事

業
で
会
員
の
皆
さ
ん
の
親

睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
　

年
ほ
ど
前
か
ら
続
い

２０
て
い
る
活
動
と
し
て
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
の
除

雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

に
併
せ
て
通
学
路
の
交
差

点
な
ど
の
除
雪
も
行
っ
て

お
り
、
市
の
貸
出
融
雪
機

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
町
内
会
で
は
、

も
と
も
と
町
内
会
の
活
動

に
理
解
の
あ
る
方
が
多
く
、

事
業
の
参
加
率
も
高
か
っ

た
の
で
す
が
、
平
成　

年
１４

度
に
私
た
ち
の
町
内
会
を

モ
デ
ル
地
区
に
行
っ
た
道

路
社
会
実
験
を
契
機
に
、

よ
り
一
層
住
民
参
加
の
意

識
と
地
域
の
連
帯
感
が
高

ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
町
内
会
活
動
を

通
じ
て
、
隣
近
所
の
顔
が

見
え
る
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

取
扱
注
意
！
町
内
会
の
個
人
情
報

　　

平
成　

年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
個
人

１７

情
報
保
護
法
」
は
、
５
千
人
以
上
の
個
人

情
報
を
扱
う
事
業
者
が
対
象
の
た
め
、
留

萌
市
内
の
町
内
会
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
個
人
情
報
保
護
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
町
内
会
で
も
法
律
に
準
じ
た
適
切

な
取
り
扱
い
が
必
要
で
す
の
で
、
次
の
点

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
町
内
会
名
簿
を
作
成
す
る
場
合

①
本
人
の
同
意
を
得
て
情
報
を
も
ら
う
。

②
必
要
最
小
限
の
情
報
を
も
ら
う
。（
政
治
、

　

宗
教
、本
籍
地
の
情
報
は
も
ら
わ
な
い
）

③
名
簿
の
利
用
目
的
を
明
ら
か
に
す
る
。

④
情
報
は
外
部
に
漏
ら
さ
な
い
。

⑤
名
簿
の
管
理
方
法
を
明
ら
か
に
す
る
。

▼
第
三
者
に
情
報
を
提
供
す
る
場
合

　

こ
の
場
合
も
本
人
の
同
意
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
例
外
に
な
り
ま
す
。

①
国
や
自
治
体
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合

②
人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
の
保
護
の
た

　

め
に
必
要
な
場
合

③
本
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
や
、従
来
か
ら

　

行
っ
て
い
る
こ
と
で
、本
人
も
反
対
す
る

　

は
ず
が
な
い
場
合（
例
〜
総
会
資
料
に
掲

　

載
さ
れ
て
い
る
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
）

▼
町
内
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　

留
萌
市
役
所
生
活
福
祉
部

　

市
民
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ

　

志　

・
1
9
0
2　

思　

・
８
７
７
８

４２

４３

　
 

電
子
メ
ー
ル
 

防災訓練 ( 炊き出し ) の様子

型 NTERVIEW

町 内 会

２３
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